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用語の解説 

 
精英樹： 

森林の中で成長や幹の形状等が特に優れることから、優良な種苗の素材として選抜の対象

となる個体をいう。第 1世代の精英樹は「林木育種の実施について（31林野第 11236号）」

に基づき、成長の早いこと、単位面積当たりの収穫量が多いこと、幹が通直であること、病

気や虫の害がないこと等を基準に全国の森林から選抜したもの。 

 

Ｆ１： 

雑種第一代（first filial generation）の省略形で、遺伝的に異なる両親間の交雑によっ

て生じた最初の子孫。 

 

エリートツリー： 

第 1世代精英樹の中の優良なもの同士をかけ合わせて F1を育成し、その中からさらに優れ

た個体を選抜・検定したものを第２世代精英樹、また、優れた第２世代精英樹同士をかけあ

わせた F2（雑種第二代）からさらに優れた個体を選抜・検定したものを第３世代精英樹とい

う。エリートツリーは、これら第２世代及び第３世代以降の精英樹をいう。 

 

高速育種： 

林木育種は長期（第１世代は５０年）を要するが、これまでの調査データの蓄積を活かし、

成長予測、立木状態での材強度の測定技術の活用等、育種期間を大幅に短縮する。第２〜第

３世代は１０年程度に圧縮する計画。 

 

採種園： 

山行き用苗木となる種子を増殖するために果樹園形式に仕立てた園。球果採種等の作業を

容易にするために整枝剪定し、スギやヒノキでは着花促進のために植物ホルモンの一種であ

るジベレリンを散布する。 

 

採穂園： 

山行き用さし木苗の穂を増殖するために仕立てた園。採穂する木は毎年剪定し、そこから

出た枝を用いる。 
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